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第２四半期業績予想と実績値との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 
 平成 27 年８月５日に公表いたしました平成 28 年３月期第２四半期（累計）業績予想と本日 

公表の実績値との差異及び通期の業績予想の修正について下記のとおりお知らせいたします。 
 
 

記 
 
１．業績予想値と実績値との差異 
 
（1） 平成 28 年３月期第２四半期累計期間連結業績予想数値と実績値との差異 

（平成 27 年 4 月 1日～平成 27 年 9 月 30 日） 
   

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円銭

前回発表予想（Ａ） 30,000 950 930 860 21.30 

実績値（Ｂ） 26,972 1,208 1,193 1,052 26.07 

増減額（Ｂ－Ａ） △3,028 258 263 192 ― 

増減率（％） △10.1％ 27.2％ 28.3％ 22.3％ ― 

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成27年3月期第２四半期） 
23,315 591 563 471 11.68 

     

（2） 平成 28 年３月期第２四半期累計期間個別業績予想数値と実績値との差異 
（平成 27 年 4 月 1日～平成 27 年 9 月 30 日） 

                             

 売 上 高 経常利益 四半期純利益
１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円銭 

前回発表予想（Ａ） 29,000 890 850 21.06 

実績値（Ｂ） 26,302 1,137 1,015 25.16 

増減額（Ｂ－Ａ） △2,698 247 165 ― 

増減率（％） △9.3％ 27.8％ 19.4％ ― 

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成27年3月期第２四半期） 
22,791 484 399 9.89 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
２．通期業績予想の修正について 
 
（1）平成 28 年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 27 年 4 月 1日～平成 28 年 3 月 31 日） 

   

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円銭

前回発表予想（Ａ） 83,500 4,500 4,400 3,800 94.14 

今回修正予想（Ｂ） 75,000 5,000 5,000 4,400 109.00 

増減額（Ｂ－Ａ） △8,500 500 600 600 ― 

増減率（％） △10.2％ 11.1％ 13.6％ 15.8％ ― 

(ご参考)前期実績 

(平成 27 年 3 月期） 
67,469 4,528 4,487 4,365 108.13 

     

（2）平成 28 年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成 27 年 4 月 1日～平成 28 年 3 月 31 日） 
                             

 売 上 高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円銭 

前回発表予想（Ａ） 81,600 4,200 3,700 91.66 

今回修正予想（Ｂ） 73,000 4,700 4,200 104.04 

増減額（Ｂ－Ａ） △8,600 500 500 ― 

増減率（％） △10.5％ 11.9％ 13.5％ ― 

(ご参考)前期実績 

(平成 27 年 3 月期） 
65,929 4,239 4,167 103.24 

 
 
 
３．差異及び修正の理由 

 建設事業における受注は堅調に推移しておりますが、当第２四半期累計期間における売上高につ
きましては、建設事業における一部の工事の完成時期が下半期以降になったことにより前回予想を
下回るものの、利益につきましては、工事の採算性の向上や一般管理費の低減に努めたことなどに
より前回予想を上回ることとなりました。 
 また、通期の業績予想につきましては、第２四半期累計期間の実績数値を踏まえ、上記の通り修
正いたします。 
 

（注）上記の業績予想は、発表日現在で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は
今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 
 

以 上 


